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ニ
ー
都
市
自
然
活
用
シ
ス
テ
ム

　
ホ
タ
ル
、
ト
ン
ボ
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
、
カ
ブ
ト
ム
シ

な
ど
の
ふ
る
さ
と
生
物
の
里
づ
く
り
ブ
ー
ム
を
は
じ
め
、

生
き
も
の
に
や
さ
し
い
川
や
道
づ
く
り
な
ど
、
環
境
の

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
質
的
向
上
が
全
国
的
に
大
き
な
う
ね

り
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
昨
年
は
、
そ
の
理
論
と
技
術
を

研
究
課
題
と
す
る
全
国
組
織
が
生
態
学
、
環
境
論
、
土

木
、
建
築
、
景
観
、
造
園
等
の
研
究
者
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ

ス
ト
、
行
政
担
当
者
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
数
百
名

を
集
め
て
「
自
然
環
境
復
元
研
究
会
」
と
し
て
発
足
し

た
の
を
は
じ
め
、
各
地
で
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
環
境
づ
く

り
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
会
も
爆
発

的
と
言
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
十
一
月

に
は
、
建
設
省
河
川
局
よ
り
「
生
物
の
良
好
な
成
育
環

境
と
自
然
景
観
の
保
全
・
創
出
に
配
慮
し
た
適
切
な
工

法
を
選
択
す
る
こ
と
」
な
ど
の
「
多
自
然
型
川
づ
く
り
」

実
施
要
領
も
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
の
ビ
オ
ト
ー
プ
や
近
自
然
工
法
、

イ
タ
リ
ア
の
埋
立
地
の
海
岸
復
元
や
都
市
の
パ
ル
コ
化

な
ど
、
欧
米
に
お
い
て
は
す
で
に
多
く
の
実
績
を
挙
げ

て
お
り
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
環
境
改
造
は
ア
メ
ニ
テ
ィ

政
策
の
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。

　
あ
る
が
ま
ま
の
自
然
を
保
護
・
保
全
す
る
の
と
は
違

い
、
環
境
の
改
善
を
図
る
に
は
生
態
系
の
認
識
を
ペ
ー

ス
と
し
た
土
木
や
造
園
な
ど
の
諸
工
事
を
伴
う
も
の
で

あ
り
、
総
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

各
国
の
自
然
条
件
や
社
会
条
件
の
違
い
か
ら
外
国
の
手

法
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
日
本
の

実
情
に
則
し
た
理
論
や
技
術
の
開
発
が
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
う
い
っ
た
中
で
、
「
都
市
自
然
活
用
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
研
究
」
（
八
六
－
九
〇
年
度
）
の
一
環
と
し
て
、

緑
政
局
等
と
の
局
際
事
業
で
試
み
た
ト
ン
ボ
池
づ
く
り

等
を
基
礎
に
展
開
し
て
き
た
「
エ
コ
ア
ッ
プ
」
論
が
、

日
本
的
な
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
環
境
改
善
の
方
法
の
ひ
と

つ
と
し
て
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の

「
エ
コ
ア
ッ
プ
」
概
念
の
枠
組
を
中
心
に
整
理
し
て
お

き
た
い
。

森
　
清
和

　
雑
木
林
、
河
川
、
小
川
、
溜
池
、
田
畑
な
ど
の
田
園

的
自
然
や
公
園
緑
地
を
骨
格
と
す
る
都
市
自
然
は
、
人

間
化
さ
れ
た
自
然
で
あ
り
、
概
し
て
貴
重
な
学
術
性
も

な
く
、
観
光
資
源
と
な
る
よ
う
な
珍
奇
性
や
希
少
性
も

な
い
"
あ
り
ふ
れ
た
自
然
”
で
あ
る
。

　
平
凡
な
自
然
で
は
あ
る
が
、
昆
虫
、
魚
、
野
鳥
、
野

草
な
ど
の
身
近
で
親
し
み
や
す
い
野
生
動
植
物
の
豊
か

な
自
然
生
態
系
で
あ
り
、
生
命
感
に
あ
ふ
れ
る
自
然
で

あ
る
。
加
え
て
、
年
齢
性
別
を
問
わ
ず
誰
も
が
気
楽
に

自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
親
近
性
や
開
放
性
を
も
っ
て
い
る
。

都
市
自
然
は
、
都
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
や
自
然
と
共
生
し
た

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
と
っ
て
無
く
て

は
な
ら
な
い
環
境
で
あ
る
。

　
三
十
年
位
前
ま
で
は
ど
こ
の
都
市
で
も
、
そ
の
田
園

的
自
然
に
囲
ま
れ
、
そ
れ
を
都
市
の
日
常
的
な
生
活
環

境
と
し
て
き
た
。
身
近
な
自
然
と
の
豊
か
な
本
晟
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
都
市
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
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に
お
け
る
自
然
離
れ
に
よ
り
、
都
市
自
然
と
市
民
と
の

か
い
離
現
象
が
生
じ
て
い
る
。
自
然
自
身
も
汚
染
や
人

工
化
、
放
置
あ
る
い
は
管
理
過
剰
。
に
よ
り
、
美
し
く
ま

た
生
物
の
宝
庫
で
あ
っ
た
か
つ
て
の
面
影
を
失
っ
て
い

る
。

　
自
然
離
れ
と
魅
力
の
薄
い
自
然
、
な
り
ゆ
き
ま
か
せ

で
は
両
者
の
豊
か
な
関
係
が
再
生
さ
れ
な
い
。
幸
い
横

浜
は
、
大
都
市
の
中
で
も
開
発
困
難
な
山
地
を
除
く
都

市
エ
リ
ア
で
は
比
較
的
に
自
然
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ま

だ
間
に
合
い
そ
う
で
あ
る
。
新
し
い
都
市
自
然
と
市
民

と
の
関
係
を
つ
く
っ
て
ゆ
く
素
地
は
十
分
に
あ
る
。

図一1　都市自然活用システム概念図

「
都
市
自
然
シ
ス
テ
ム
」
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識

か
ら
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
都
市
自
然
活
用
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
に
は
、
図
｜
１

の
よ
う
に
、
活
用
事
業
と
し
て
自
然
の
側
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
と
主
体
の
側
の
マ
イ
ン
ド
ア
ッ
プ
が
第
一
段
階

と
し
て
い
る
。
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
は
自
然
の
魅
力
づ
く

り
で
あ
り
、
マ
イ
ン
ド
ア
ッ
プ
は
主
体
の
。
こ
こ
ろ
”

を
活
用
に
向
わ
せ
る
動
機
や
機
会
づ
く
り
で
あ
る
。
環

境
教
育
や
イ
ベ
ン
ト
は
後
者
で
あ
る
。

　
第
二
段
階
と
し
て
、
活
用
を
発
展
さ
せ
都
市
ラ
イ
フ

に
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
せ
て
ゆ
く
た
め
に
、
自
然
の
生
態
的

な
質
を
改
善
し
て
ゆ
く
エ
コ
ア
ッ
プ
と
、
活
用
行
動
を

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
面
か
ら
支
援
し
て
ゆ
く
仕
組
み

が
い
る
。
そ
れ
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
あ
る
。

　
都
市
自
然
の
活
用
、
活
性
化
を
図
る
に
は
、
単
に
自

然
地
を
公
共
的
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
す
る

だ
け
で
な
く
、
今
日
で
は
四
つ
の
ア
ッ
プ
の
有
機
的
、

シ
ス
テ
ム
的
な
展
開
が
必
要
で
あ
る
。

　
エ
コ
ア
ッ
プ
を
は
じ
め
と
す
る
四
ア
ッ
プ
は
都
市
自

然
活
用
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
は
独
自
の
論
理
構
造
を
も
っ
て
い
る
。

以
下
、
そ
の
エ
コ
ア
ッ
プ
の
論
理
に
つ
い
て
述
べ
て
ゆ

一

一

一

エ
コ
ア
ッ
プ
と
は

　
エ
コ
ア
ッ
プ
は
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ー
ア
ッ
プ
（
ｅ
ｃ
ｏ
-

ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
　
ｕ
ｐ
）
と
い
う
和
製
英
語
を
略
し
た
も
の
で
、

ま
だ
確
立
し
た
定
義
は
な
い
が
、
一
口
で
言
う
と
、

「
エ
コ
ア
ッ
プ
と
は
、
環
境
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
改
善

（
保
全
・
復
元
・
創
造
）
の
技
術
」
で
あ
る
。
自
然
環

境
や
人
工
環
境
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
、
生
き
も
の
の
生

息
環
境
づ
く
り
な
ど
環
境
に
付
加
価
値
を
つ
け
、
そ
の

魅
力
化
や
活
性
化
を
図
る
新
し
い
環
境
技
術
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
。

　
エ
コ
ア
ッ
プ
は
、
。
生
態
系
の
あ
る
種
の
改
変
で
あ
る

が
、
生
態
学
的
な
意
味
で
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
（
遷
移
）

と
は
同
義
で
は
な
い
。
こ
の
点
が
、
エ
コ
ア
ッ
プ
概
念

の
大
き
な
特
徴
で
も
あ
る
。

　
植
物
社
会
学
的
に
は
、
潜
在
自
然
植
生
で
あ
る
シ
イ
、

タ
ブ
、
カ
シ
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
林
に
遷
移
さ
せ
て
ゆ

く
こ
と
が
生
態
系
の
質
的
向
上
に
な
る
。
自
然
度
（
人

為
の
加
わ
っ
て
い
な
い
程
度
）
が
評
価
尺
度
で
あ
る
。

雑
木
林
よ
り
も
鎮
守
の
森
が
高
位
と
な
る
。

　
雑
木
林
は
、
人
為
的
に
生
態
系
を
平
衡
状
態
に
留
め

置
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
然
度
は
低
い
。
し
か
し
一

般
的
に
は
、
雑
木
林
の
方
が
鎮
守
の
森
よ
り
も
動
植
物

相
は
多
様
で
豊
か
で
あ
り
、
親
近
性
や
開
放
性
も
あ
っ

て
都
市
的
環
境
と
し
て
適
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
エ
コ
ア
ッ
プ
と
自
然
度
の
高
位
化
は
次
元
を
異
に
す

る
問
題
で
あ
る
。
放
置
さ
れ
遷
移
の
す
す
ん
だ
樹
林
地

を
雑
木
林
に
戻
す
な
ど
、
自
然
度
の
逆
行
が
エ
コ
ア
ッ
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プ
に
な
る
こ
と
は
多
々
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
ま
た

単
純
に
、
生
物
相
の
豊
か
な
空
間
を
つ
く
る
こ
と
だ
け

を
意
図
す
る
も
の
で
も
な
い
。
環
境
教
育
等
の
必
要
性

が
あ
れ
ば
、
生
物
相
の
貧
弱
な
砂
場
、
ガ
レ
地
を
つ
く

る
こ
と
も
エ
コ
ア
ッ
プ
の
課
題
と
な
る
。

　
都
市
及
び
都
市
近
郊
で
言
え
ば
、
か
つ
て
の
田
園
生

態
系
の
再
生
を
基
本
と
し
つ
つ
、
環
境
と
し
て
の
活
用

を
活
性
化
さ
せ
る
よ
う
な
多
様
で
生
物
相
の
豊
か
な
空

間
づ
く
り
が
、
エ
コ
ア
ッ
プ
の
主
題
と
な
ろ
う
。

エ
コ
ア
ッ
プ
の
方
法

十
五
～
二
十
年
で
伐
採
す
れ
ば
株
か
ら
萌
芽
し
、
何
時

ま
で
も
そ
の
姿
を
保
つ
。
横
浜
の
雑
木
林
は
、
そ
う
や
っ

て
数
百
年
維
持
さ
れ
て
き
た
。

　
い
ま
、
雑
木
林
は
更
新
さ
れ
ず
、
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
や

つ
る
植
物
が
は
び
こ
っ
て
林
内
に
さ
え
入
れ
な
い
ほ
ど

荒
廃
し
た
り
、
す
で
に
常
緑
林
に
姿
を
変
え
つ
つ
あ
る

も
の
も
あ
る
。
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
ト
ン
ボ

の
天
国
で
あ
っ
た
水
田
も
農
薬
や
化
学
肥
料
の
多
用
に

よ
り
、
生
物
環
境
と
し
て
劣
悪
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

数
少
な
い
水
質
に
も
恵
ま
れ
た
素
掘
り
の
水
路
も
、
草

で
覆
わ
れ
て
水
面
が
見
え
ず
ト
ン
ボ
が
産
卵
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ト
ン
ボ
の
一
種
で
あ
っ

た
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
も
、
い
つ
の
間
に
か
横
浜
で
見
か
け

な
く
な
っ
た
。

　
外
観
は
自
然
で
も
、
生
態
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
休

眠
状
態
に
陥
っ
て
い
る
環
境
が
、
ま
だ
横
浜
に
は
た
く

さ
ん
残
さ
れ
て
い
る
。

　
自
然
環
境
管
理
の
農
業
依
存
か
ら
脱
却
し
、
都
市
側

か
ら
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
資
源
の
活
用
と
い
っ
た
視
点
か
ら

の
新
し
い
展
開
が
必
要
で
あ
る
。

　
新
し
い
自
然
環
境
管
理
に
よ
る
田
園
的
自
然
の
保
全

が
、
保
全
型
エ
コ
ア
ッ
プ
で
あ
る
。
伝
統
的
な
農
業
技

術
が
ベ
ー
ス
に
な
ろ
う
が
、
主
体
の
条
件
や
活
用
目
的

に
よ
っ
て
新
し
い
手
法
開
発
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
自
然
空
間
で
あ
り
な
が
ら
、
保
全
技
術
や
管
理
シ
ス

テ
ム
だ
け
で
は
生
態
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
せ
な

い
空
間
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
の
河

川
や
用
水
路
や
池
、
暗
渠
排
水
の
水
田
、
人
工
的
な
公

園
な
ど
で
あ
る
。

　
昆
虫
や
魚
類
な
ど
が
生
息
し
う
る
た
め
に
は
、
一
定

の
面
積
と
食
料
と
と
も
に
、
産
卵
場
所
、
幼
虫
（
幼
魚
）

の
生
活
場
所
、
羽
化
場
所
、
成
虫
の
給
飼
場
所
、
ね
ぐ

ら
、
休
息
場
所
、
緊
急
時
の
避
難
場
所
、
移
動
路
な
ど

の
生
活
史
の
ス
テ
ー
ジ
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
空
間
が
い

る
。
生
き
も
の
は
成
長
と
と
も
に
生
活
空
間
や
条
件
を

変
え
て
お
り
、
そ
の
一
つ
で
も
欠
け
る
と
世
代
交
代
は

で
き
な
い
し
、
自
然
発
生
環
境
と
な
ら
な
い
。

　
河
川
で
は
、
河
川
生
態
系
の
基
本
構
造
で
あ
る
瀬

（
平
瀬
、
早
瀬
）
と
渕
（
渕
、
淀
み
）
、
多
様
な
水
際
線
、

川
原
や
洲
な
ど
の
空
間
整
備
の
復
元
が
基
本
と
な
る
。

水
深
、
流
速
が
多
様
化
し
、
水
生
植
物
や
底
生
生
物
も

多
様
化
す
る
。
河
川
で
は
、
そ
れ
ら
の
空
間
構
成
要
素

を
人
為
的
に
管
理
し
て
ゆ
く
こ
と
は
難
か
し
い
。
流
水

の
蛇
行
性
質
等
を
利
用
し
な
が
ら
、
い
か
に
洪
水
等
に

も
安
定
、
安
全
に
つ
く
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　
池
で
は
、
水
生
植
物
が
生
息
可
能
な
池
底
整
備
が
基

本
と
な
る
。
水
草
は
、
ト
ン
ボ
を
は
じ
め
水
生
昆
虫
、

魚
、
貝
等
の
非
常
に
多
く
の
種
に
と
っ
て
、
産
卵
、
幼

生
の
生
活
、
羽
化
等
で
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。

水
質
浄
化
機
能
も
果
し
て
い
る
。
水
草
の
有
無
が
、
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①
－
保
全
型
エ
コ
ア
ッ
プ

　
エ
コ
ア
ッ
プ
の
技
術
を
類
別
す
れ
ば
、
基
本
的
に
は

「
保
全
型
」
、
「
復
元
型
」
、
「
創
造
型
」
が
あ
る
。

　
か
つ
て
の
田
園
生
態
系
の
豊
か
さ
は
、
農
業
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
自
然
環
境
管
理
に
よ
っ
て
保
全
さ
れ
て
い

た
。
雑
木
林
は
、
薪
炭
や
肥
料
の
採
集
場
で
あ
り
、
建

材
用
な
ど
の
林
業
的
価
値
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
「
雑
木
」
林
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
。
し
か
し
、

雑
木
林
は
落
葉
し
て
土
壌
に
太
陽
を
降
り
注
ぎ
、
多
種

多
様
な
草
木
を
育
て
、
樹
液
を
出
し
、
花
を
咲
か
せ
実

を
結
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
季
の
美
を
演
出
す

る
と
と
も
に
、
チ
ョ
ウ
や
ク
ワ
ガ
タ
を
は
じ
め
様
々
な

親
し
み
や
す
い
昆
虫
や
野
鳥
を
呼
び
込
む
。

　
放
置
す
れ
ば
数
十
年
で
常
緑
林
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、

②
Ｉ
復
元
型
エ
コ
ア
ッ
プ

四
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”
い
い
池
”
か
ど
う
か
の
境
い
目
と
言
っ
て
よ
い
。

　
川
や
池
な
ど
の
水
辺
生
物
は
、
ホ
タ
ル
、
ト
ン
ボ
、

カ
エ
ル
を
は
じ
め
、
水
と
緑
、
水
界
と
陸
界
と
の
一
体

的
整
備
を
必
要
と
す
る
も
の
が
多
い
。
魚
で
さ
え
、
水

面
に
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
す
る
樹
林
が
あ
る
か
否
か
に
よ
っ

て
影
響
を
受
け
る
。
水
界
の
エ
コ
ア
ッ
プ
に
は
、
陸
界

の
エ
コ
ア
ッ
プ
ヘ
の
配
慮
も
い
る
。

　
ま
た
、
水
界
と
陸
界
と
の
境
界
部
、
エ
コ
ト
ー
ン

（
移
行
帯
）
の
処
理
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
水
界
と

陸
界
が
整
備
さ
れ
て
も
、
垂
直
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸

や
鋼
矢
板
で
両
界
の
連
続
性
が
切
断
さ
れ
る
と
、
カ
エ

ル
や
ホ
タ
ル
な
ど
は
移
動
で
き
ず
、
生
活
史
が
断
た
れ

る
。
水
界
と
陸
界
に
限
ら
ず
、
道
路
と
樹
林
と
の
境
界

の
Ｕ
字
溝
の
よ
う
に
、
生
物
の
移
動
を
阻
害
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
態
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
著
し
く
減
じ
て

い
る
ケ
ー
ス
は
多
い
。

　
生
き
も
の
の
ス
ケ
ー
ル
へ
の
気
く
ば
り
が
必
要
で
あ

る
。
生
き
も
の
に
や
さ
し
い
環
境
技
術
の
基
本
原
則
で

も
あ
る
。

　
水
田
や
そ
れ
に
接
す
る
小
溝
は
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
は

豊
富
で
水
温
も
高
く
、
大
型
生
物
も
い
な
く
て
、
産
卵

や
稚
魚
の
生
活
空
間
と
し
て
最
適
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
流
の
コ
イ
、
フ
ナ
、
オ
イ
カ
ク
、
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
多

く
の
魚
類
が
季
節
に
な
れ
ば
、
本
流
－
支
流
－
用
水
路
－

小
溝
－
水
田
へ
と
湖
上
し
、
産
卵
し
て
き
た
。
水
田
と

連
続
化
し
て
い
た
こ
と
が
、
日
本
の
河
川
の
生
物
相
を

豊
か
に
し
、
市
街
地
の
川
や
用
水
路
で
も
田
園
地
帯
と

変
ら
な
い
生
き
も
の
と
の
ふ
れ
あ
い
を
可
能
に
し
て
き

た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
の
水
系
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
堰
、
水
門
、
落
差
工
、
暗
渠
水
路
等

に
よ
っ
て
寸
断
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
ネ
。
ト
ワ
ー

ク
の
復
元
も
重
要
で
あ
る
。

　
復
元
型
エ
コ
ア
ッ
プ
の
も
っ
と
基
本
的
な
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、
「
多
様
性
」
と
「
多
孔
質
」
で
あ
る
。

　
動
物
相
の
多
様
度
は
、
同
一
地
方
で
同
一
面
積
な
ら

ば
一
般
的
に
、
地
形
、
土
質
、
日
照
、
風
、
水
深
、
流

速
等
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
環
境
条
件
の
多
様
性
と
そ
れ
に

規
定
さ
れ
た
植
物
相
の
多
様
性
に
依
存
し
て
い
る
。
水

界
、
陸
界
及
び
両
界
境
界
部
の
多
様
化
が
、
エ
コ
ア
ッ

プ
技
術
の
骨
格
と
な
る
。
治
水
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統

的
な
土
水
、
農
業
、
造
園
技
術
は
多
様
化
を
特
質
と
し

て
お
り
見
直
さ
れ
て
よ
い
。

　
多
く
の
動
物
が
、
人
間
と
同
様
に
ね
ぐ
ら
、
住
処
を

必
要
と
す
る
。
ス
ズ
メ
バ
チ
や
ツ
バ
メ
や
ト
ゲ
ウ
オ
の

よ
う
に
、
自
分
で
つ
く
る
も
の
も
い
る
が
、
大
方
は
護

岸
や
石
垣
、
建
物
、
樹
木
や
倒
木
、
土
中
な
ど
の
穴
や

隙
間
を
利
用
す
る
。
動
物
相
の
住
空
間
で
あ
る
「
多
孔

質
環
境
」
（
杉
山
恵
一
）
も
、
エ
コ
ア
ッ
プ
の
重
要
な

要
素
で
あ
る
。

③
－
創
造
型
エ
コ
ア
ッ
プ

　
創
造
型
エ
コ
ア
ッ
プ
は
、
人
工
的
環
境
の
よ
う
に
生

態
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
ゼ
ロ
な
い
し
低
い
空
間
の
エ
コ

ア
ッ
プ
で
あ
る
。

　
我
が
国
に
お
い
て
も
事
例
が
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
屋

上
、
壁
面
、
修
景
池
、
道
路
法
面
、
駐
車
場
、
塀
、
フ
ェ

ン
ス
、
プ
ー
ル
等
々
、
可
能
性
の
あ
る
と
こ
ろ
は
多
い
。

　
近
年
で
は
、
景
観
面
か
ら
の
緑
化
の
み
な
ら
ず
、
生

態
的
緑
化
技
術
の
研
究
も
す
す
ん
で
お
り
、
問
題
は
意

識
や
管
理
問
題
に
移
り
つ
つ
あ
る
。

　
創
造
的
エ
コ
ア
ッ
プ
で
大
き
な
効
果
の
あ
る
の
は
、

ト
ン
ボ
池
づ
く
り
で
あ
る
。
ト
ン
ボ
は
ふ
る
さ
と
生
物

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
遊
び
の
対
象
と
も
な
り
、
な
に

よ
り
も
自
然
と
の
共
生
感
を
醸
し
出
し
て
く
れ
る
。
ト

ン
ボ
池
は
、
数
十
平
方
メ
ー
ト
ル
、
空
地
が
な
け
れ
ば

数
平
方
メ
ー
ト
ル
で
も
よ
い
。
ト
ン
ボ
の
移
動
、
定
着

を
容
易
に
す
る
に
は
、
数
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
間
隔
に
池
が
あ
る
と
の
ぞ
ま
し
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
一
つ
一
つ
の
池
の
規
模
よ
り
も
、
池
の
数
、
点
在

が
重
要
な
要
素
に
な
り
、
相
乗
効
果
を
生
み
だ
す
。
プ
ー

ル
も
、
剪
定
し
た
枝
な
ど
を
四
隅
に
置
く
だ
け
で
、
未

使
用
期
間
を
ト
ン
ボ
環
境
と
し
て
利
用
で
き
る
と
言
う

（
西
宮
市
）
。
ト
ン
ボ
の
環
境
づ
く
り
は
、
大
掛
り
な
土

地
改
変
や
工
事
を
伴
わ
な
く
て
も
で
き
る
都
市
環
境
の

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
化
（
エ
コ
シ
テ
ィ
）
の
第
一
歩
に
な
り

う
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
保
全
型
、
復
元
型
、
創
造
型
エ
コ

ア
ッ
プ
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
知
恵
で
可
能
な
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も
の
が
た
く
さ
あ
る
。
そ
れ
は
、
熱
帯
雨
林
等
と
違
い

日
本
の
場
合
、
自
然
の
再
生
力
が
強
い
な
ど
自
然
条
件

に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
大
い
に
関
係
し
て
い
る
。
エ

コ
ア
ッ
プ
は
、
そ
の
自
然
の
再
生
力
、
回
復
力
を
活
用

す
る
技
術
方
法
で
あ
る
。

五
｜
エ
コ
ア
ッ
プ
の
プ
ロ
セ
ス

①
｜
指
標
生
物
型

　
具
体
に
は
、
保
全
型
技
術
、
復
元
型
技
術
、
創
造
型

技
術
の
有
機
的
な
組
合
せ
に
よ
っ
て
環
境
の
エ
コ
ロ
ジ

カ
ル
な
改
善
を
す
す
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
は
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
れ
る
。
「
指
標
生
物

型
」
と
「
近
自
然
型
」
で
あ
る
。

　
指
標
生
物
型
は
、
整
備
目
標
に
、
ホ
タ
ル
、
ト
ン
ボ
、

チ
ョ
ウ
な
ど
の
指
標
性
の
高
い
生
物
を
導
入
し
、
そ
の

指
標
生
物
の
生
活
史
の
各
ス
テ
ー
ジ
の
条
件
整
備
と
い

う
や
り
方
で
エ
コ
ア
ッ
プ
し
て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

　
人
工
飼
育
な
ど
に
よ
っ
て
、
指
標
生
物
種
の
食
住
や

環
境
条
件
の
知
見
が
相
当
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
、

有
効
な
方
法
で
あ
る
。

　
指
標
生
物
の
発
生
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
る
と
、
ゲ
ー
ジ

の
中
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
に
よ
る
ホ
タ
ル
の
里
づ
く

り
の
よ
う
に
、
味
気
な
い
も
の
に
な
る
お
そ
れ
も
あ
る

が
、
エ
コ
ア
ッ
プ
の
成
果
が
見
え
や
す
い
利
点
が
あ
る
。

整
備
主
体
や
管
理
主
体
の
動
機
づ
け
と
し
て
も
す
ぐ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
場
合
の
指
標
生
物
は
、
水
質
指
標
の
よ
う
に
生

態
系
の
評
価
尺
度
で
あ
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
。
重

要
な
の
は
、
多
く
の
人
が
知
り
親
し
め
る
生
物
で
、
で

き
得
れ
ば
ホ
タ
ル
や
ト
ン
ボ
の
よ
う
に
文
化
的
で
、
原

風
景
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
生
物
、
シ
ン
ボ
ル
性
の
高

い
生
物
が
の
ぞ
ま
し
い
。

　
な
お
、
ト
ン
ボ
を
例
に
と
れ
ば
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン

ボ
や
べ
″
コ
ウ
ト
ン
ボ
な
ど
の
特
定
種
を
指
標
と
す
る

場
合
、
ト
ン
ボ
発
生
の
種
類
数
を
目
標
と
す
る
場
合
、

種
類
数
よ
り
も
個
体
数
を
目
標
と
す
る
場
合
な
ど
、
指

標
生
物
型
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
エ
コ
ア
ッ

プ
方
法
も
異
な
る
が
、
そ
れ
は
選
択
の
問
題
で
あ
る
。

②
－
近
自
然
型

　
近
年
、
注
目
を
集
め
て
い
る
ス
イ
ス
な
ど
の
近
自
然

型
河
川
工
法
は
そ
の
典
型
で
あ
り
、
「
近
自
然
」
と
い

う
呼
び
方
も
そ
こ
か
ら
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
口
で
言
え
ば
、
生
態
系
と
し
て
す
ぐ
れ
た
自
然
を

モ
デ
ル
に
、
モ
デ
ル
に
近
づ
け
て
ゆ
こ
う
と
す
る
総
合

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

　
事
業
成
果
の
わ
か
り
に
く
い
面
は
あ
る
が
、
ト
ー
タ

ル
な
生
態
系
の
ア
ッ
プ
と
な
り
、
景
観
的
に
も
自
然
ら

し
さ
を
演
出
さ
せ
や
す
い
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
特
定
の

生
物
に
関
す
る
専
門
的
知
見
を
必
ず
し
も
必
要
と
せ
ず
、

既
存
の
土
木
や
造
園
技
術
の
枠
内
で
も
施
行
が
可
能
な

こ
と
や
、
段
階
的
整
備
の
と
れ
る
こ
と
も
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
あ
る
。

　
モ
デ
ル
は
、
実
在
す
る
自
然
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば

瀬
や
渕
や
州
な
ど
の
基
本
構
造
を
概
念
モ
デ
ル
と
し
、

そ
れ
を
再
構
成
し
て
ゆ
く
方
法
も
あ
る
。

　
指
標
生
物
型
と
近
自
然
型
に
類
型
化
し
た
が
、
実
際

の
プ
ロ
セ
ス
は
、
生
物
の
生
活
史
が
そ
れ
ほ
ど
解
明
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
複
合
型
が
中
心
と
な
ろ

　
本
牧
市
民
公
園
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
面
張
り
修
景
池
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
改
善
は
、
全

国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
大
規
模
な
エ
コ
ア
ッ
プ
事

例
で
あ
る
が
、
ト
ン
ボ
を
指
標
生
物
の
柱
と
し
つ
つ
も
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
近
自
然
型
に
近
い
（
図
１
２
）
。
モ

デ
ル
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
日
本
】
の
ト
ン
ボ
沼
、
磐

田
市
の
桶
ケ
谷
沼
で
あ
る
。

工

/＼

エ
コ
ア
ッ
プ
の
デ
ザ
イ
ン
原
則

①
｜
自
然
ら
し
さ

　
最
後
に
、
エ
コ
ア
ッ
プ
の
作
法
と
も
言
う
べ
き
デ
ザ

イ
ン
原
則
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
き

た
い
。

　
第
一
は
「
自
然
ら
し
さ
」
で
あ
る
。
エ
コ
ア
ッ
プ
は
、

生
物
の
養
殖
施
設
づ
く
り
と
は
本
質
的
に
異
な
り
、
自

然
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
魅
力
化
で
あ
り
、
そ
れ
を
媒
介
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(図・長田光世)図一２　トンボ池イメージ図（本牧市民公園）

と
し
た
自
然
の
活
性
化
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
生
き
も

の
は
生
息
し
て
い
る
が
、
自
然
ら
し
さ
が
な
い
と
い
う

の
で
は
効
果
が
半
減
す
る
。

　
自
然
ら
し
さ
へ
の
配
慮
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
原
則

で
あ
る
。
自
然
ら
し
く
仕
上
げ
る
コ
ッ
は
、
少
な
く
と

も
表
面
は
自
然
材
を
用
い
る
こ
と
や
、
緑
化
に
園
芸
品

種
を
多
用
し
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

②
－
共
生

　
生
物
相
が
多
様
だ
と
、
自
然
の
豊
か
さ
が
伝
わ
り
、

感
動
力
が
違
っ
て
く
る
。
同
じ
ホ
タ
ル
環
境
で
も
、
カ

エ
ル
の
美
し
い
声
が
背
景
に
あ
る
か
な
い
か
で
大
き
く

異
な
る
。

③
－
景
観

　
自
然
の
美
意
識
は
、
個
々
人
の
自
然
体
験
等
に
よ
っ

て
異
な
っ
て
お
り
、
自
然
性
と
自
然
美
が
ズ
レ
る
と
き

も
あ
る
。
草
地
や
湿
地
な
ど
で
よ
く
起
る
。
生
物
優
先

主
義
で
な
く
、
景
観
と
調
和
さ
せ
る
ゆ
と
り
も
必
要
で

あ
る
。

④
－
文
化
性

　
ホ
タ
ル
や
ト
ン
ボ
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
ふ
る
さ
と
生
物

は
、
田
園
生
態
系
の
生
物
と
し
て
生
態
学
的
に
意
味
が

あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
前
に
原
風
景
、
風
物
誌
、

詩
歌
、
遊
び
の
対
象
と
な
る
な
ど
文
化
的
存
在
と
な
っ

　
　
「
エ
コ
ア
ッ
プ
」
は
、
漸
く
そ
の
枠
組
み
が
見
え
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
概
念
も
ま
だ
未
成
熟
で
あ
る
。

き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
都
市
自
然
活
用
シ
ス
テ
ム
研
究

会
」
（
代
表
渡
部
允
、
柴
田
敏
隆
、
進
士
五
十
八
、
品

田
穣
、
宮
村
忠
他
）
に
お
い
て
も
、
統
一
的
な
定
義
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
種
の
概
念
は
、

事
業
が
先
行
し
て
技
術
が
体
系
化
さ
れ
た
後
に
は
じ
め

て
成
熟
し
た
規
定
が
行
わ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
は
、
そ
の
よ
ケ
な
段
階
で
の
問
題
提
起
で
あ
り
、

忌
憚
の
な
い
御
意
見
、
御
批
判
を
た
ま
わ
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。
最
後
に
、
本
調
査
研
究
に
多
大
な
御
協
力
を
い

た
だ
い
た
緑
政
局
、
都
市
計
画
局
、
下
水
道
局
を
は
じ

め
と
す
る
関
連
局
の
皆
様
に
厚
く
感
謝
し
て
い
る
こ
と

を
申
し
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
　
　
△
公
害
対
策
局
公
害
研
究
所
社
会
科
学
部
門
▽

98
調査季報109－91.3

七
－
お
わ
り
に

て
い
る
。

　
エ
コ
ア
ッ
プ
は
、
生
態
系
を
ア
ッ
プ
す
る
と
同
時
に
、

自
然
文
化
を
培
う
舞
台
づ
く
り
の
役
割
を
合
わ
せ
も
つ

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

エ
コ
ア
ッ
プ
は
地
域
文
化
の
活
性
化
、
ま
ち
づ
く
り
の

手
段
で
も
あ
る
。
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